
　 製品を安全にお使い頂くために、ご使用の前に必ず本紙をお読みいただき、内容をよくご理解のうえ、
お読みになった後は大切に保管して下さい。本紙ではお客様や他の人々への危険 ・ 財産への損害を
未然に防止するために、必ずお守りいただくことを次のように説明しています。

ベルボン製品を正しく安全にお使いいただくために

可変石突等のスパイクを備えた三脚
や一脚を持ち運びする際は、安全の
ため必ずゴム石突に変換するか、

ケースやレグポシェット等を使いスパイクが
むき出しにならないよう気をつけて下さい。
死亡や大ケガの原因となります。電車内等で
周囲に人が多い場合は、いっそうの注意が必
要です。

カメラを装着したまま脚の伸縮調整
や雲台の操作をする際は、必ずカメ
ラを手で支えながらおこなって下さ

い。三脚やカメラが不意に動きカメラを破損
したり、指や手を三脚にはさみケガをする恐
れがあります。カメラ形状によってはバラン
スが取りにくい事もありますので、十分気を
つけて下さい。

三脚は撮影用の機材です。絶対に、
三脚の上に腰掛けたり乗ったりしな
いで下さい。転倒し、死亡や大ケガ

につながります。また一脚を杖がわりにして
歩行補助の器具にするような行為は、不意に
脚が縮み転倒するなどして大変危険です。思
わぬ事故につながりますので、絶対におやめ
下さい。
　※強度的にも大変危険です。

三脚や一脚は金属部品やカーボン繊
維で構成されておりますので、通電
します。高圧線等、電気が通ってい

る物の近くでは使用を避けて下さい。また落
雷の恐れがある場合は絶対に使用しないで下
さい。そのような場所では撮影をやめ、すみ
やかに避難して下さい。

三脚にカメラを取り付けたまま放置
してその場を離れることや、三脚を
場所取りのために利用することはお

避け下さい。他の人や車の通行の妨げになっ
たり、ぶつかってケガをさせてしまったり、
倒れてカメラが破損する恐れがあります。

三脚には推奨積載質量が設定されて
います。必ずその範囲内のカメラを
使用して下さい。特に、雲台がセッ

トされた三脚自重の２倍を超えるカメラを使
用すると、安定性が極端に悪くなりますので
ご注意下さい。三脚が転倒し死亡や大ケガに
つながる恐れがあります。またカメラブレの
原因にもなります。

三脚の設置・操作については十分に
注意しておこなって下さい。あやまっ
て指や手をはさむとケガにつながり

ます。また、各ロック箇所やストッパーが緩ん
でいないか、再度確認して下さい。不意に三脚
が縮んで転倒し、カメラが破損する恐れがあり
ます。取扱説明書をよく読み、確かめながら操
作して下さい。

ぐらついた台の上や、不整地・傾斜
面等の不安定な場所で三脚を使用す
る場合は、十分に注意して下さい。

特に、高位置での使用の場合、頭や足の上な
どに落下すると、死亡や大ケガにつながる恐
れがあります。必ず三脚を設置する前に、設
置場所や周囲の状況をよく確認して下さい。
近くを人が行き来するような場所での使用も
注意が必要です。

三脚や一脚を、小さなお子様の手の
届く場所に設置・保管しないで下さ
い。あやまって指や手をはさんだり、

三脚が倒れて死亡や大ケガにつながる恐れが
あります。またベルトやストラップのある製品
については、お子様の首に巻きついたりしない
よう、しっかり確実に管理して下さい。

三脚の使用時は、３本の脚を十分に
開いて下さい。脚の開きが不十分だ
と、不意に三脚が倒れケガや破損の

原因となります。また不安定な状態での使用
は、カメラブレの原因にもなります。



(1) 保証期間はご購入日から１年間と致します。

(2) 修理の際は必ず本保証書を添付のうえ、ご購入店または当社お客様ご相談セ
     ンターにお申し出下さい。なお、ご購入店または当社お客様ご相談センターに
　　ご持参いただくに際しての諸費用は、お客様にご負担願います。

(3) 保証期間内に発生した自然故障または破損に関しては、無償修理致します。

(4) 保証期間内でも、次のような場合には有償修理となります。
　     ①本保証書の提示が無い場合。
　     ②本保証書にお買上げ年月日及びご購入店名(印)が無い場合。
　     ③使用上の誤りや不適切な取り扱い(例えば落下)の場合。
　     ④不当な修理や改造による故障・損傷の場合。
　     ⑤火災・水害・地震その他の天災地変による故障及び損傷。
　     ⑥保管上もしくは手入れの不備等による故障及び損傷の場合。

(5) 保証の対象となるのは製品本体のみで、付属品類（ストラップ・ケース等）は
　　保証の対象とはなりません。

(6) 本製品の故障または破損等に起因する付随的損害（撮影した画像データや
　   動画データの消失、撮影によって得るであろう利益の損失、撮影に要した諸
　　 費用や時間、精神的な損害等）の報償には応じかねます。

(7) 本保証書は紛失されても再発行は致しませんので、大切に保管して下さい。

(8) 本保証書は日本国内においてのみ有効です。

(9) 本保証書は以上の保証規定により無償修理を行うことをお約束するもので、
　　これによりお客様の法律上の権利を制限するものではありません。

＜保証規定＞ （For Japanese Market）

●ご使用後は湿った布で汚れを拭き取った後、乾いた布でよく拭いて保管して下さい。
　特に海岸や温泉地域でのご使用後は、そのままの状態で放置すると錆や故障の原因となりますのでお気をつけ下さい。

●雨などで三脚が濡れてしまった場合は、乾いたきれいな布で水分をよく拭き取り、脚部は全段を伸ばしてよく乾かして下さい。
　脚パイプの奥まで濡れてしまった場合は、一度点検に出すことをお勧めします。お客様ご相談センターまでご連絡下さい。

●清掃の際は、シンナー等の薬品は使わないで下さい。

●修理または部品を紛失した場合は、販売店か、下記のお客様ご相談センターへ直接お問い合わせ下さい。
　本製品の性能部品は、製造終了後５年を目安に保有しております（この期間後であっても修理可能な場合もございます）。

●製品や保証について等、疑問に思うことがあれば下記のお客様ご相談センターまでお問い合わせ下さい。

A301-00

三脚や一脚にカメラを装着したまま

での移動はお避け下さい。予想以上

の力が加わった場合、カメラが落下

する恐れがあります。特に、カメラを装着し

たまま三脚や一脚を肩に担いで移動すると、

カメラが視界に入らないので大変危険です。

移動時は必ずカメラを外して下さい。

各部ストッパーネジやハンドル棒・

固定レバー等は、必要なとき以外は

確実に締めてご使用下さい。ネジや

レバーが緩んでいると、三脚の転倒やカメラ

破損の原因となります。また、緩んだ状態で

移動すると、ネジ等を落として紛失する可能

性があります。

製品の使用温度範囲は、0℃～ 40℃と

なっています。この範囲を超えると

高温下ではオイル漏れをおこしたり、

低温下ではパン・ティルト動作が重くなったり

して、十分な性能が発揮されない場合があり

ます。高温多湿な場所や直射日光があたる場所、

自動車内等には決して製品を放置しないで

下さい。

冬場の撮影や寒冷地でのご使用にお

いては、金属部分が凍結する恐れが

ありますので、素手では操作しない

で下さい。「カメラマングローブ」等の撮影

用手袋を用いることをお勧めします。

製品に水や砂が付いたまま使用を続

けると、可動部から中に入り故障の

原因となります。汚れてしまった場

合は、きれいな布でよく拭き取って使用して

下さい。脚パイプが濡れてしまった場合には、

必ず拭いた後によく乾かして下さい。

長期間使用しなかった場合や大切な

撮影の前には、必ず事前に各部を点

検してから使用して下さい。また高

性能を保つため、１～２年ごとに定期点検に

お出しいただくことをお勧めします。その際

はお客様ご相談センターまでご連絡下さい。

雲台の取り外しが可能な製品の場合

雲台を交換することができます。

雲台（三脚）の全てのストッパー

やハンドル棒をしっかりと締め、雲台全体を

反時計回りに回すと外れます。この時、雲台

に顔を近づけているとハンドル棒などにぶつ

かり大変危険です。十分に注意して作業して

下さい。

三脚や雲台各部へのオイル・グリス

等の補給はしないで下さい。十分な

性能が発揮されなくなる場合があり

ます。可動部の動きが悪くなってきた場合は、

お客様ご相談センターまでご連絡下さい。

三脚や一脚を壁に立て掛けたり、脚を

閉じた細身な状態で立てておくと、不

意に倒れる恐れがあり危険です。でき

るだけ横にして(寝かせて)置いて下さい。

製品の水準器は、あくまで撮影の目

安として装備されているものです。

計測用途や業務用途での精密使用に

は適していませんのでご注意下さい。

製品の分解・改造等をしないで下さ

い。異常動作により、ケガや破損の

原因となります。また分解・改造を

した製品については、たとえご購入直後でも

正規保証を受けられなくなりますので、その

点もご注意下さい。



※記載数値は平均的な値です。製品は組み合わせ部品で構成されておりますので、記載数値と若干異なる場合があります。
※製品改良のため、予告なしに仕様・デザイン・諸元等を変更することがありますのでご了承下さい。

各部の名称

このたびはベルボン製品をお求めいただきまして、まことにありがとうございます。
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使い下さい。

Sherpa 635 　 / 645 　 / 
      535 　 / 545 　 / 435 　 / 445 　

0135-00

Sherpa 600　 / 500　 / 400　

雲 　　台

全高（EV含む）

全高（EV含まず）

 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰｽﾗｲﾄﾞ

最 低 高

縮　　 長

脚　　 径

段　　 数

質　　 量

推奨積載質量

クイックシュー

PHD-65Q

1790mm

1390mm

400mm

295mm

670mm

29/26/23mm

3段

2420g

3000g

QRA－35Lシューブラック

PHD-65Q

1640mm

1342mm

298mm

265mm

560mm

29/26/23/20mm

4段

2360g

3000g

QRA－35Lシューブラック

PHD-55D

1730mm

1354mm

376mm

282mm

635mm

26/23/20mm

3段

1990g

2500g

QB-54

PHD-55D

1590mm

1310mm

280mm

252mm

530mm

26/23/20/17.2mm

4段

1940g

2500g

QB-54

PHｰG40D N

1650mm

1289mm

361mm

242mm

585mm

23/20/17.2mm

3段

1620g

2000g

QB-54

PHｰG40D N

1540mm

1276mm

264mm

221mm

480mm

23/20/17.2/14.4mm

4段

1560g

2000g

QB-54

※この取扱説明書ではSherpa 635Ⅲのイラストで説明をしています。デザインは異なりますが、他の機種でも基本操作は同じです。 ※ローポジションはどの機種でも可能です。

カメラネジ

シュー固定レバー

開脚調整ノブエレベーター
ストッパー

センターエンド

脚ロックレバー

石突

パンハンドル

パンストッパー

サイドティルトハンドル

水準器

クイックシュー

エレベーター

ロアーコラム
（外したエレベーター下部）

①レバーを最後
　 まで起こします。

Sherpa 635

Sherpa 535

Sherpa 445

＜ローポジション＞

Sherpa 635　 Sherpa 645　 Sherpa 535　 Sherpa 545　 Sherpa 435　 Sherpa 445　



（シェルパ600Ⅲ / 500Ⅲ / 400Ⅲ シリーズ） series

１.サイドティルトハンドルの装着

ご購入時は、パンハンドルのグリップにサイ
ドティルトハンドルがねじ込まれています。
サイドティルトハンドルを回して外し、側面
に取付けてご使用下さい。三脚ケースに収
納する際は、元のようにハンドルを結合し
て下さい。

２-１.カメラの取付け方（600Ⅲシリーズ）

シュー固定レバーを最後まで起こすと、クイ
ックシューが浮き上がりますので、上図の
矢印方向へスライドさせながら、本体から
外します。

２-２.カメラの取付け方（600Ⅲシリーズ）

カメラ底面のネジ穴と、クイックシューのカメ
ラネジを確実に合わせ、クイックシュー裏面
のカメラネジつまみを起こして回し、しっか
りと確実に取付けて下さい。

２-３.カメラの取付け方（600Ⅲシリーズ）

シュー固定レバーを開放位置にした状態で、
クイックシューをレバー側から斜めに滑らせ
るように取付け、下に押し付けるとレバー
が戻り半自動固定されます。後は手動でレ
バーを確実に押し込んで下さい。

３.背当てについて（600Ⅲシリーズ）

背当てをおこすと、縦位置撮影時のレンズ
の重さによる前倒れを防ぐことができます。
カメラネジの位置を調整して、カメラの背面
にうまく合わせて下さい。

※カメラの形状によっては位置が合わず、
機能しない場合があります。

４-１.カメラの取付け方

シュー固定レバーを最後まで起こすと、クイ
ックシューが浮き上がりますので、上図の
矢印方向へスライドさせながら、本体から
外します。

４-２.カメラの取付け方

カメラ底面のネジ穴とクイックシューのカメ
ラネジを確実に合わせ、クイックシュー裏面
のカメラネジつまみを起こして回し、しっか
りと確実に取付けて下さい。

４-３.カメラの取付け方

シュー固定レバーを開放位置にした状態で
クイックシューをレバー側から斜めに滑らせ
るように取付け、下に押し付けるとレバー
が戻り半自動固定されます。後は手動でレ
バーをしっかりと押し込んで下さい。

※クイックシューの向きは縦・横どちらでも
取付け可能です。

５.雲台の使い方

パンハンドルを反時計方向に回し緩めると、
カメラの上下方向が変えられます。サイドテ
ィルトハンドルを回し緩めると、カメラを縦位
置にすることができます。パンストッパーを
回し緩めると、カメラを水平回転することが
できます。構図が決まった位置で各々のス
トッパーを締め、シャッターをきります。

６.雲台を交換するには

雲台を交換する場合は、各ハンドル棒とス
トッパー類、及び三脚のエレベーターストッ
パーをしっかり締め、雲台全体を反時計方
向に回して外して下さい。自由雲台など他
の別売雲台に交換可能です。

※雲台取付ネジ＝UNC1/4（細ネジ）

７.エレベーターの昇降

エレベーターストッパーを回し緩めると、エ
レベーターの昇降ができます。必要な位置
でストッパーを締めて固定します。

８-１.開脚角度の調整

脚を閉じた状態で、開脚調整ノブをカチッと止
まる位置まで右にスライドさせ、脚をいっぱい
に開くとローポジションとなります。エレベーター
は固定した状態で下部を回すと分割できます。

※誤ってノブをスライドさせてしまった場合は、
キャンセルボタンを押して元の位置に戻すこと
ができます。

８-２.開脚角度の調整

ローポジション（上図イラスト）にした脚をゆ
っくり閉じていくと、開脚調整ノブが自動的
にカチッと左方向へスライドします。この位
置がセミローポジションとなります。      

８-３.開脚角度の調整

さらに脚を閉じていくと、再び開脚調整ノブ
が自動的にカチッとスライドし、標準開脚に
戻ります。

９.ロアーコラム

分割したエレベーター下部をロアーコラムと
呼びます。先端に付いているセンターエンド
を回して外し、分割部分にねじ込んで「フ
タ」にすることができます。

１０.脚の伸縮・固定

脚の伸縮は脚ロックレバーを起こして脚を
引き出し、必要な長さで脚ロックレバーを倒
して固定します。脚を全段引き伸ばさない
で使用する場合は、できるだけ太い脚を使
って撮影してください。

②浮いたクイックシューを外します。

①レバーを最後
  まで起こします。

エレベーターの操作は、必ずカメラを手で
支えながら慎重におこなって下さい。

ロアーコラムは、無くさないように注意して
下さい。

パンハンドル

サイドティルトハンドル

外
し
て
側
面
へ

②浮いたクイック
  シューを外します。

取付け時は勢いよくレバーが
戻りますのでご注意下さい。

上
下
方
向 水平回転

パンハンドル

パンストッパー

サイドティルト
ハンドル傾

け
る

（
縦
位
置
）

エレベーター
ストッパー

手前

エレベーターストッパー
(しっかり締める)

奥

カチッ！

※開脚調整ノブが、
　 再度自動的にカチッと
　 左へ移動します。

さらに閉じる

開脚調整ノブ

キャンセルボタン

脚を開く

分割

脚ロックレバー

脚ロックレバーの開閉時に
指をはさまないよう
ご注意ください。

カチッ！

※開脚調整ノブが、
　 自動的にカチッと
　 左へ移動します。

脚を閉じる

ロアーコラム

外す

センター
エンド

ねじ込む

ロアーコラム

①レバーを最後
　 まで起こします。
①レバーを最後

　 まで起こします。

カメラを取付ける際は、必ずカメラをしっかりと保持しながら慎重におこなって下さい。クイック
シューが装着部からはみ出したりせず、動かずに確実に固定されている事を確認して下さい。

カメラを取付ける際は、必ずカメラをしっかりと保持しながら慎重におこなって下さい。
クイックシューが装着部からはみ出したりせず、動かずに確実に固定されている事を確認して下さい。

取付時は勢いよくレバーが
戻りますのでご注意下さい。

開放位置

カメラネジつまみ

背当て

カメラネジつまみ

開放位置

（500Ⅲシリーズ）
（400Ⅲシリーズ）

（500Ⅲシリーズ）
（400Ⅲシリーズ）

（500Ⅲシリーズ）
（400Ⅲシリーズ）


